
海⼠町森林整備計画 変更箇所⼀覧
変更前 変更後
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13⾏⽬

記載なし 森林経営計画による施業の集約化にあたっては、主伐主体によ
るより効率的な原⽊の⽣産基盤とするため、まとまりのある森
林資源を有する地域での計画作成を推進する。特に、スギ・ヒ
ノキ⼈⼯林が充実するエリアを中⼼に、製紙・燃料⽤チップや
きのこ類の⽣産資材として利⽤可能な広葉樹天然林や、公益的
機能を損なうこと無く資源として利⽤可能な保安林、樹種転換
が可能なマツ林なども積極的に森林経営計画に取り込み集約化
を図る。
さらに、林内路網の整備や伐採適地の選定等が効率的に⾏われ
るよう、森林組合等林業事業体との情報共有及び航空レーザ測
量等を活⽤した森林情報システム（森林ＧＩＳ） データの更
新等を積極的に進め、森林経営計画の作成を促進する。
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記載なし （７）林産物の流通の円滑化に関する⽅針
 製材⼯場等の原⽊需要情報と林業事業体の原⽊供給情報を効
率的に共有する仕組みの活⽤や、原⽊の増産、流通の多様化に
対応した原⽊の仕分け能⼒の強化、トレーサビリティなど原⽊
管理の効率化に加え、合法伐採⽊材等の流通・利⽤について地
域材や合法伐採⽊材を実需者が選択できるよう取組を推進す
る。
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記載なし ８ 森林の⼟地の保全に関する事項
 （１）⼟地の形質の変更に当たって留意すべき事項

林地の保全に⽀障を及ぼさないよう、⼟⽯の切り取り、盛⼟そ
の他の⼟地の形質の変更を⾏う場合には、実施する地区の選定
を適切に⾏う。
なお、太陽光発電施設の設置にあたり、太陽光パネルによる地
表⾯の被覆により⾬⽔の浸透能や景観に及ぼす影響が⼤きいこ
となどの特殊性を踏まえ、開発⾏為の許可基準の適正な運⽤を
⾏うとともに、地域住⺠の理解を得る取組の実施などに配慮す
る。
加えて、盛⼟等に伴う災害を防⽌するため、宅地造成及び特定
盛⼟等規制法（昭和 36 年法律第 191 号）に基づき、県知事等
が指定する規制区域の森林の⼟地において、制度を適切に運⽤
することとする。
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苗⽊については、成⻑が良く、材質に優れ花粉も少ない特定
⺟樹の種穂から育成される苗⽊の導⼊に努める。

苗⽊については、成⻑が良く、材質に優れた特定⺟樹の種穂か
ら育成される苗⽊や、花粉発⽣源対策に取り組むための少花粉
スギ等の花粉の少ない苗⽊の導⼊に努める。
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伐採⽊及び枝条等が植栽や保育作業の⽀障とならないように
整理することや、林地の保全に配慮する。
複層林造成時には、上層⽊の最終間伐時に雑草、灌⽊類を伐
倒整理し、地拵えを⾏うこと、その他の事項については育成
単層林の植栽型に準じて定める。

伐採者と造林者が連携して、伐採と地拵え（植栽）を同時進⾏
または連続して⾏う⼀貫作業の導⼊を推進する。
 伐採⽊、枝条等が植栽やその後の保育作業の⽀障とならない
ように整理し、林地の保全に配慮する必要がある場合は、筋置
きとするなどの点を留意するものとする。
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②標準伐期齢以上：16 齢級（ｽｷﾞ）、18 齢級（ﾋﾉｷ）以下を対
象とし、15 年に１回以上は間伐を実施

②標準伐期齢以上：林冠が閉鎖するなど、間伐が必要と認めら
れる場合には、⽴⽊の成⻑⼒に留意して間伐を⾏う。


